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GOVERNANCE INNOVATION シリーズ報告書

 本検討会の成果として公表されている GOVERNANCE INNOVATION シリーズ報告書は、現在までに、以下のとおり、
第３弾まで発刊されている（いずれも、日本語版と英語版を公開）。

第１弾

第２弾

第３弾

2020年7月公開

2021年7月公開

「GOVERNANCE INNOVATION：
Society5.0の実現に向けた法とアーキテクチャのリ・デザイン」

「GOVERNANCE INNOVATION Ver.2: 
アジャイル・ガバナンスのデザインと実装に向けて」

「アジャイル・ガバナンスの概要と現状」
（GOVERNANCE INNOVATION vol.3）

2022年8月公開

Society5.0の社会像とともに、
新たな社会に必要な新しいガバナンスモデルの
必要性及びその概要を提唱

Society5.0における新たなガバナンスシステムを
デザインし、継続的に評価・改善する
「アジャイル・ガバナンス」の必要性を提唱

「アジャイル・ガバナンス」の全体像とともに、
その実践プロセスや実装に必要な環境整備、
インセンティブ設計等について具体的に提唱
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「アジャイル・ガバナンスの概要と現状」報告書第一部

 第３弾報告書 「アジャイル・ガバナンスの概要と現状」の第１部の概要は、以下のとおり。

GOVERNANCE INNOVATION vol.3

 第1弾及び第2弾報告書では、Society5.0における新たな

ガバナンスモデルとして、以下3つの要素から成る「アジャイ

ル・ガバナンス・モデル」を提唱した。

① 主体:マルチステークホルダー

② 手順:アジャイルなプロセス

③ 構造:マルチレイヤー

 第3弾報告書の第一部では、政府、企業、個人・コミュニティなどの多様な主体

が同時並行的かつ多層的にガバナンスのサイクルを回していくことが、アジャイ

ル・ガバナンスとしてあるべき姿として示されている。
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「アジャイル・ガバナンスの概要と現状」報告書第二部

 第３弾報告書 「アジャイル・ガバナンスの概要と現状」の第２部の概要は、以下のとおり。

GOVERNANCE INNOVATION vol.3

 第3弾報告書の第二部では、アジャイル・ガバナンスの実践に向けたプロセス

が、事例を用いながら具体的に示されている。

① ゴール設定

② ガバナンスの全体像のデザイン（ガバナンス・オブ・ガバナンス）

③ 個別具体的なガバナンスシステムのデザイン

④ 各ステークホルダーによるガバナンスシステムの運用

⑤ 評価と学習

⑥ 環境・リスクの再分析とゴールの再設定
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「アジャイル・ガバナンスの概要と現状」報告書第三部

 第３弾報告書 「アジャイル・ガバナンスの概要と現状」の第３部の概要は、以下のとおり。

GOVERNANCE INNOVATION vol.3

 第3弾報告書の第三部では、アジャイル・ガバナンスを各ステークホルダーが

実践する際に重要な観点として、以下の方法例が示されている。

① ステークホルダー間の連携体制の構築方法 → 下図矢印

② 各ステークホルダーに対するインセンティブ設計の方法 → 下図箇条書き

企業

規制・制裁・責任の一体的改革

市場からの評価

アジャイルガバナンスの実践に
役立つツールの提供 等

コミュニティ・個人

ガバナンス参加手段の確保

意見反映過程の透明性向上

民間主体の支援促進

提案や要望の採用・実現 等

政府

アジャイル・ガバナンスの実践
を通じた好循環の実現

イノベーション促進という組織
目的の明確化 等

政策決定への

参加

政策決定への参加

企業ガバナンス

への参加

企業ガバナンス

への参加


